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	応用
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	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、腫瘍壊死因子（TNF）リガンドファミリーに属するサイトカインです。このタンパク質は、形質転換細胞および腫瘍細胞においてアポトーシスを優先的に誘導しますが、ほとんどの正常組織において有意なレベルで発現しているにもかかわらず、正常細胞を殺傷する作用は見られません。このタンパク質は、TNFRSF10A/TRAILR1、TNFRSF10B/TRAILR2、TNFRSF10C/TRAILR3、TNFRSF10D/TRAILR4を含むTNF受容体スーパーファミリーの複数のメンバーに結合し、TNFRSF11B/OPGにも結合する可能性があります。このタンパク質の活性は、アポトーシスを誘導できないデコイ受容体TNFRSF10C/TRAILR3、TNFRSF10D/TRAILR4、およびTNFRSF11B/OPGへの結合によって調節される可能性があります。このタンパク質が受容体に結合すると、MAPK8/JNK、カスパーゼ8、カスパーゼ3の活性化が引き起こされることが示されています。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする選択的スプライシング転写バリアントが見つかっています。
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	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	CD253 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した HL-60 細胞のフローサイトメトリー分析。

